　　　　　　　　　　障害福祉計画の今後を考える

　　　　　　　　　　　～三鷹市の取り組みから～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2007年４月21日三鷹市地域福祉課　酒井

１　三鷹市障がい福祉計画の位置付け

　　・三鷹市基本計画―三鷹市健康福祉総合計画２０１０の個別計画として。

　　・計画策定時に事業費に関する財政的裏付けについて、理事者協議・確認

・計画は「計画」でしかないが、予算編成や新規事業を検討するときに

　　　計画に載ったものであるかどうか、は重要なポイント

・障がい者に関する計画を単独で策定するのは初めて

　　　　

２　「計画」策定の経過

　１）市民との協働による計画作りがコンセプト

　　　　三鷹市障がい福祉計画検討市民会議の設置（H18年7月）

　　　　　健康福祉審議会委員（5名）、公募市民（3名）、障がい当事者・家族（6名）、障がい福祉サービス事業者等（10名）、関係機関・団体関係（8名）

　２）市民会議（延べ10回開催）の運営

　　　　委員の発言・意見表明の保障

　　　　　分散会（２回）、分科会（2回）の開催

　　　　　レポート等による意見書の提出

　　　　ニーズの把握

　　　　　サービス利用者アンケート（ニーズ調査）の実施

　　　　　事業者調査、団体ヒアリングの実施

３　「計画」の内容（特徴　課題　問題点　等）

　　　・三鷹らしさ（特徴）がどこまで表現できたか

　　　　

・基本目標にオリジナリティはあるか

　　　　

・計画の実現の具体性はどうか／実施計画的な位置付けは

　　　　

・次の計画につなげるために

市民会議委員の意見・提案やパブリックコメントを資料として掲載

４　障害福祉計画の今後を考える

　１）「計画」ははじまりの一歩

　　　○第1期「計画」は、間に合わせ、不十分な感は否めない。

　　　　三鷹市の場合、19年度：市基本計画の見直し、

健康福祉総合計画2010の見直し

　　　　　　　　　　　生活と福祉実態調査の実施（高齢者・障がい者等）

　　　　　　　　　　　20年度：第2期障がい福祉計画、

第4期介護保険事業計画

　　　○障害者計画（障害者基本法）と障害福祉計画（障害者自立支援法）

２）「計画」の進捗状況の検証や提言ができる仕組みが必要

　　　○障がい者地域自立支援協議会に必要な機能と役割

　　　　　市民、関係団体、事業者、行政等による協働組織　

　　　　　施策や計画の進捗状況の検証・評価、調査・研究

　３）バリアフリーのまちづくりと障害福祉計画

　４）サービス提供基盤の整備⇒基本目標の達成に向けて

　　　○地域移行／GH・CH整備、家賃助成、居住継続支援事業

　　　○日中活動／「就労」以外の活動、自己表現の場の整備

　　　○地域生活支援／コミュニケーション・移動・情報の保障を基本に。

